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１．実施期間 

    ①令和元年６月～令和２年５月 

２．児童の実態 

（１）全国学力学習状況調査における教科に関する調査の結果 

   【国語】                        分析と手立て 

 平均正答率(％) 

千歳市立支笏湖小学校  

北海道（公立）  

全国（公立）  

全道比（正答率）  

全国比（正答率）  

   

 

 

 

 

 【算数】 

 平均正答率(％) 

千歳市立支笏湖小学校  

北海道（公立）  

全国（公立）  

全道比（正答率）  

全国比（正答率）  

    

 

 

 

（２）全国学力学習状況調査における質問紙調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ＮＲＴ学力検査の結果 平成３１年４月 

 国語 算数 

２年   

３年   

４年   

６年   

  理科  

 

 

 

                                      昨年度（平成３０年度）の様子 → 

 

  ■昨年の２年→今年の３年……国語、算数ともに学習の成果がみられる。 

  ■今年の２年……昨年の２年ほどではないが、大きな課題がみられる。 

 

 

３．目標（令和元年度） 

（１）・未実施の見込みだが →（令和２年度全国学力学習状況調査結果を全国平均以上にする。） 

   ・標準学力検査で課題となっている領域について、現学年の学習に合わせて関連づけた補充を丁寧に行うとともに、支笏っ子タイム、家庭学習、 

宿題などを活用して習得を目指し、次年度全国比１００以上にする。 

（２）学校全体（全学年、全分掌）で学力向上の方策として、学習規律への意識付けと授業改善や家庭学習･宿題等の取組を推進する。 

（３）個別の目標 

  ≪２年≫ Ｉ・Ｍ～ 

       Ｓ・Ｋ～ 

       Ｅ・Ｎ～ 

  ≪３年≫ Ｓ・Ｙ～ 

       Ｍ・Ｔ～ 

     Ｏ・Ｈ～ 

≪４年≫ Ｆ・Ｉ～ 

  ≪６年≫ Ｋ・Ｋ～ 

 

 

☆☆☆特徴的な傾向について☆☆☆ 

◇特に課題となる領域（全国比） 

≪２年≫■国・話す聞く( )・書く( )・読む( ) 

■算・数と計算( )・量と測定(95)・図形(86)・数量関係( ) 

≪３年≫■国・話す聞く( ) ■算・数と計算( )・図形( )・数量関係( ) 

≪４年≫■国・話す聞く( )・読む( )・特質( ) 

 ■算・数と計算( )・量と計測( )・数量関係( ) 

≪６年≫■国・書く( )・特質( ) 

■算・数と計算( )・量と測定( )・数量関係( ) 

    ■理・電流、振り子( ) 

 

 

 

令和元年７月３日 確認 

◇特に課題となる領域（全国比） 

≪２年≫■国・読む( )・特質( )  ■算・量と測定( )・数量関係( ) 

≪３年≫■国・書く( ) ・特質( )■算・数と計算( )・図形( ) 

≪５年≫■国・書く( )・読む( )  ■算・数と計算( )・量と計測( ) 

≪６年≫■国・話す聞く( )        ■算・量と測定( )・図形( ) 

    ■理・生命( )・流水と天気( ) 

 

 

個人情報となるため、数値や分析などを削除してあります。 
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４．改善の方策 

学校としての取り組み 改善の方策①（学年での取り組み） 改善の方策②（分掌での取り組み） 評価方法 実施計画 

 

◇わかる楽しい・学習意欲を高め

る授業の創造  

○基礎基本の確実な定着と学力の向

上の実践化 

＊標準学力検査、全国学力学習状況 

調査結果の分析の活用 

 ～全国平均を超える取り組みの具 

体化 

＊校内研修とあわせた授業改善の取 

り組み 

～「わかる」「できる」授業の創 

造 

＊複式の授業づくり 

＊学習意欲の向上を図る指導過程・ 

評価の改善 

■学習規律の定着 

＊授業の準備 

＊授業時間中の姿勢 

■学習習慣の確立（家庭学習の手引

きの活用）～家庭学習と宿題 

＊「わかっただけではできない」 

「できる」ための指導と練習 

■チャレンジテストの活用・トライ

やるウィークの実施 

＊生活リズムの見直しと確立 

（実態調査の活用） 

○言語活動、言語環境の充実・整備 

＊職員の共通理解 

＊情報機器・新聞（言語活動）活用 

＊読書活動の推進 

＊校内掲示等の見直し、整備 

○特別支援教育の充実 

＊“困った子”は“困っている子”～

発達上の課題を受けとめて 

＊インクルーシブ教育研修 

 

◇夢を育む！心を育む！教育活動 

～命・思いやりの教育の実践～ 

○居場所と出番のある学級集団作り 

＊支持的風土の醸成 

＊学級集団づくりについての理論

的、実践的な研修（学習） 

＊規範意識を向上させる学級づくり 

○命や思いやりの教育（人権教育・児

童会活動他） 

○公園清掃をはじめとしたボランテ

ィア活動 

○道徳教育の日常実践化と充実（体

験的な活動・外部の人材活用・   

授業公開・私たちの道徳の活用） 

○夢を持たせるキャリア教育の推進 

＊各教科・道徳・特別活動・総合的な

学習等、指導計画への位置づけ 

 

◇いじめ・不登校の未然防止（積極

的な生徒指導の推進）・早期発見・

早期対応  

 

◇運動・遊びの日常化！ 

低 
 

学 
 

年 

○児童一人ひとりの実態に合わせ

た教材・教具の開発や活用を心が

け、学習理解・基礎基本の定着に

役立てる。 

○学ぶ意欲や達成感が得られる授

業づくりを行う。 

○自ら考えて判断、行動、振り返り

ができる能力が身に着けられる

よう、自主学習や言語活動を積極

的に取り入れる。 

○善悪の判断ができるように丁寧

な指導を行う。 

○人とのかかわり合いの中で、互

いの良いところを認め合い、相手

を思いやる心を育む。 

○保護者と学校の連絡を大切に

し、児童の実態を的確に把握し、

日常の指導に役立てる。 

・学習規律、基本的生活習慣の定着 

・家庭学習の習慣化 

・善悪の判断 

・互いの良さを認める集団 

・感謝の気持ち 

・目標を持って努力する大切さ 

校
長
・
教
頭 

○全体計画の作成と具体の指示 

○日常の授業観察と授業実践についての話

し合い及び家庭学習･宿題等の状況把握 

○学級集団づくり、学習集団づくりについ

ての学習機会の設定等 

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
り
取
組
の
状
況
を
確
認
す
る
。 

○
年
度
末
の
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
取
組
の
状
況
を
確
認
し
、
方
策
の
見
直
し
を
進
め
る
。 

○
各
学
年
の
学
年
末
評
定
に
よ
り
、
取
組
の
状
況
を
確
認
し
、
方
策
の
見
直
し
を
進
め
る
。 

○
次
年
度
の
学
力
検
査
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
目
標
の
達
成
を
め
ざ
す
。 

［元年６～８月］ 

○学力検査の結

果分析と学力

向上に向けた

プランの検討 

 

 

 

 

［元年５月］ 

○全国学力学習

状況調査、標準

学力検査の分

析 

○学年、分掌で学

力向上に向け

た方策を検討

する。 

○学力向上に向

けたプラン作

成 

 

［元年６月～］ 

○毎月の職員会

議で、学力向上

にかかわる方

策の検討を進

める。 

○チャレンジテ

ストの取組 

 

［元年９月～］ 

○方策の検証① 

○全国学力学習

状況調査の結

果を受け、プラ

ンの再検討 

 

［元年 11 

～12 月］ 

○保護者アンケ

ートの実施 

○方策の検証② 

 

［2 年１月］ 

○年度末評価 

○方策の検証③ 

○チャレンジテ

ストの取組 

 

［2 年２～３月］ 

○方策の検証④ 

○今年度の取組

の検証と改善 

 

 

 

 

 

 

 

教
務
部 

教
育
課
程 

○地域の特性を生かした創意と調和のあ

る教育活動の編成・推進 

○学ぶ楽しさ、わかる喜びを実感できる

指導計画、評価規準の改善・充実 

○豊かな心を育てる教育活動の計画と推

進 

・指導体制の工夫による基礎的・基本的

な学習内容の確実な定着 

・より良い学び方の確立と定着 

・体験活動や地域素材、教材教具の効果

的な活用 

・指導過程や成果・課題を検証し、学習指

導の充実と指導計画・評価規準の改善

を図る。 

道
徳
教
育
推
進 

○年間指導計画の工夫改善、「特別の教科

道徳」の充実 

○道徳科の授業研究や教材の共有化、別

葉を活用した行事や他教科との連携･

充実 

○家庭や地域社会との連携 

中 
 

学 
 

年 

○一人一人の学習状況を把握しな

がら、基礎学力の定着を図り、活

用する力の育成を図る。 

○自ら学ぶ力を育てるために、学

習内容・学習形態の工夫を図る。 

○人とのつながりや言語活動を重

視し、「伝え合い認め合うこと」

ができるように指導する。 

○日常の生活や学習の場を通して

「善悪の判断」「思いやりの心」

など道徳的な判断力・行動力を

身につけ実践できるようにす

る。 

○外国語活動や道徳の国際理解領

域の学習を通し、優れた人権感

覚の素地を養う。 

・計算や漢字などの反復学習、個

別指導の重視。処理スピードの

アップ 

・学習準備、話し方・聴き方の指導 

・基本的な学習習慣 

・学習のすすめ方の工夫 

・目標を持った自主学習の継続 

教
務 

○児童の実態を把握し、確かな学力の形

成を図る指導方法の充実 

○適切な授業時数の運用 

○家庭と連携し、学ぶ意欲の向上や学習

習慣の確立を図る 

○授業評価の有効活用 

図
書
・
文
化 

○読書活動の充実を図り、児童の読書意

欲を持続、向上させる 

○学校図書館司書や市立図書館・家庭と

連携し、読書週間の定着を図る 

○校舎内外の環境や人材を活用した教育

活動の展開 

○情報機器等の効果的な活用 

〇学校図書館環境の充実 

研
修
部 

研
究
・
研
修 

○研究体制の確立、授業研究・理論研修・

実技研修の企画推進 

○道徳性を育む授業の工夫 

・授業スタイル、評価方法の確立 

・教材、授業展開、発問の工夫 

○自分自身を見つめ、振り返る場の設定 

・学びの蓄積方法の確立 

・指導計画、複式に合わせた別様の充実 

高 
 

学 
 

年 

○納得させたうえでの指示と指導 

○個性を尊重し、特性に合わせた

指導 

○自己有用感・自尊心 

〇キャリア教育の充実 

○基礎・基本の定着 

・学習態度、基礎学力の定着 

・見通しを持って取り組む姿勢 

・視野の広さ、行動力 

・リーダーとしての自覚と模範と

なる責任ある行動 

・下級生への気遣いや適切なアド

バイス。 

生
徒
指
導 

○基本的生活習慣の確立を図ることで、

学習に取り組む姿勢を改善する 

・保護者と連携した取組、生活実態調査 

・基本的生活習慣の指導 

・特別活動での取組 

保
健
体
育
指
導 

○活動を通して運動に親しむ子どもを育

てる～体力づくりの推進 

〇運動環境の整備と充実 

○生活リズムの確立 

○健康の保持増進と食育の取組 

事
務
部 

○教材備品の充実 

○学習に直結する消耗備品等の用意 
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